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そして，2018 年 4 月の改革によって，現在の「国際機構」となり現在に至っている。














リピン，マレーシア，韓国 , 台湾 , 中国，南アフリカ共和国等であった。
　相談者の内訳は以下の通りである。
　　　相談者数：126 人　


















































2018 年度は，6月 2日 (土 )-3 日 ( 日 ) に射水市のご家庭でホームステイが実施できた。
2018 年 5 月 18 日（金）( 富山市民俗民芸村にて )







　　　2018 年 4 月 25 日 (水)15：30 〜 17：30　Welcome Party 参加人数：45 人
　　　2018 年 6 月 27 日 (水)15：30 〜 17：30　Farewell Party 参加人数：25 人
　　　2018 年 10 月 24 日 (水)15：30 〜 18：00　Welcome Party 参加人数：40 人







国際交流行事 期日 主催団体 内容
国際交流フェスティバル 11 月 11 日（日） 富山市民国際交流協会 参加

















　　　日時：2018 年 4 月 3 日（火）9：30 〜（部局ごとに終了）
－ 54 －
　　　場所：（五福キャンパス）共通教育棟Ｄ 11 教室
 　　　（杉谷キャンパス）看護学科研究棟 11 教室






　　　学部生：　27 人（うち 11 人は非正規生）













　　　日時：2018 年 10 月 17 日（水）16：30 〜（部局ごとに終了）
　　　場所：（五福キャンパス）共通教育棟Ｄ 11
 　　　（杉谷キャンパス）看護学科研究棟 11 教室
　＜対象者＞




　　　学部生：　41 人（うち 40 人は非正規生）































　 27 人 （全員が人間発達科学部の学生であった。） 
　学年内訳：4年生 (13 人 )，3 年生 (4 人 )，2 年生 (10 人 )
８ その他
(1）国際交流の学生団体への助言





　また，冒頭に述べたが，1999 年 4 月に設置された富山大学の留学生センターは，大学の組織改革に
より発展的に解消し，2013 年 10 月に国際交流センターとなり，さらに 2018 年 4 月に全学的機能拡充
のため国際機構と名称を改めた。留学生センターと呼ばれていた時期の従来の役割だけでなく，富山
大学の学生の海外への送り出し，外国人留学生と日本人学生との交流，地域との交流など，さらには
全学的意味においての大学の国際戦略の中心的役割を担うものとして位置付けられた。今後の国際機
構に課せられたミッションは大変重いと言える。ただし，配置教員数は従前のままで予算的にも漸減
傾向にあり，その役割を果たすための課題も見えてきている。限られた人材で限られた予算等と向き
合いながら，富山大学のグローバル化を見据え，未来に向かって全学的な見地から地道な努力をして
いかなければならないといえる。
